
文部科学省　私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（平成22年度～平成26年度）

日　時

2015年3月31日（火） 13：30▶17：00
会　場

工学院大学 新宿校舎 アーバンテックホール（高層棟3階）

建築・都市の減災と震災時機能継続に関する研究拠点の形成
1. 都市型建築の効果的な耐震補強・改修法の開発と推進

2. 建築機能維持施設の効果的な耐震補強・改修法の開発と推進

3. 震災廃棄物の再資源化と高機能化

4. 災害対策拠点の分散化を支援する耐災害性の高い電源・通信システムの開発

5.自治体・地域協働による震災時の都市機能維持

プログラムについては裏面をご覧ください。

参加費無料／申込不要
直接会場にお越し下さい

R E S E A R C H  C E N T E R  f o r  U R B A N  D I S A S T E R  M I T I G AT I O N

都市減災研究センター（ＵＤＭ）
工 学 院 大 学 総 合 研 究 所

日　時

2015年3月31日（火） 13：30▶17：00

最 終 成 果
報 告 会

http://www.kogakuin.ac.jp/工学院大学総合研究所 事務局
〒163-8677 東京都新宿区西新宿 1-24-2
TEL:03-3340-3440（直）   FAX:03-3342-5304

ホームページに新宿校舎アクセスマップ掲載
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テーマ 講演者

成果報告

13：30～ 15：20

成果概要 久田嘉章 教授
（工学院大学 建築学部 まちづくり学科）

大都市の建築構造の耐震性評価と補強法　
～超高層から木造まで～

山下哲郎 教授
（工学院大学 建築学部 建築学科）

建築機能維持施設の効果的な
耐震補強・改修法の開発と推進

西川豊宏 准教授
（工学院大学 建築学部 まちづくり学科）

震災廃棄物の再資源化と高機能化 田村雅紀 准教授
（工学院大学 建築学部 建築学科）

災害対策拠点の分散化を支援する
耐災害性の高い電源・通信システムの開発

水野　修 教授
（工学院大学 工学部 情報通信工学科）

新宿駅周辺地域におけるエリア防災の
実践と今後の課題

村上正浩 准教授
（工学院大学 建築学部 まちづくり学科）

招待講演

15：30～ 16：30

地方に迷惑をかけない首都圏の防災・減災 福和伸夫 教授
（名古屋大学 減災連携研究センター長）

大都市の震災対策の新展開と課題
中林一樹 教授
（ 明治大学大学院 政治経済学研究科 危機管理
研究センター 特任教授／首都大学東京 名誉
教授）

質疑・議論 16：30～ 17：00

報告会終了後にファカルティクラブ（中層棟 8階）で交流会を行います。

◆日　時：2015年3月31日（火）13：30～17：00　
◆会　場：新宿校舎 アーバンテックホール（高層棟3階）
◆司　会：阿部道彦 教授（工学院大学 建築学部 建築学科）

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（平成 22年度～平成 26 年度） 

工学院大学総合研究所
   都市減災研究センター（UDM）

最終成果報告会
R E S E A R C H  C E N T E R  f o r  U R B A N  D I S A S T E R  M I T I G AT I O N
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